
2019年度 休眠預金草の根支援採択
「ＮＰＯによる協働・連携構築事業」

初年度後半の進捗及び

協議会形成に向けた現況

Ａ 孤独を生み出さないための居場所づくりの整備

～コミュニティ・シネマの活用～ （長野県上田市）

Ｂ 多文化多様性が輝く保見団地プロジェクト
(愛知県豊田市)

Ｃ 自然と生きる若者集団プロジェクト
（岐阜県 中津川市・ 下呂市）



Ａ 孤独を生み出さないための居場所づくりの整備
～コミュニティ・シネマの活用～ （長野県上田市）

孤立を生み出さないための居場所づくりの整備
孤立しがちな子をカウンセリング、地域の取り組み、学校とつなぐ



居場所づくり活動としての月１の

シネマクラブ×コミュニティカフェは定着

監督メッセージ
思いやりが大事。人
生に意味を見つけれ
ばやさしくなれる



チーム→拡大協議会→協議体？
のきしたトークショー

/小劇場

スクールソーシャルワーカー

長野大学
長野県文化振興コー
ディネーター
Nagano Art+

不登校の子の母親
ネットワーク

動物介助コーディ
ネーター

侍学園生徒

高校生ボラ



Ｂ 多文化多様性が輝く保見団地
プロジェクト 愛知県豊田市

多
文
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愛知県県営
住宅自治会
連絡協議会

調査
情報発信
講座の企画

ビジョン作り

関係者調整

県営保見
自治区

・粗大ゴミ処理 →リユース

・集会所を活用した居場所活動

・住民からの相談の仕組み

ＮＰＯ
法人トル
シ―ダ

・外国人人材マップ

・子育てサロン立ち上げ

・子育て支援組織立ち上げ

保見プロ
ジェクト
(中京大学)

・調査ヒアリング・記録作成

・子ども食堂の活動

・高齢者の食事会

外国人との
共生を
考える会

・調査・ニーズの整理

・防災活動（講座→組織化）

・多言語情報発信Ｃビジネス化



こども食堂、トヨタEx会による改修、住民参加で

集会所が居場所・交流拠点に！



保見団地センター創設に向けた動き

関係者会議
県、県警、在名領事館、県県営住
宅管理室、公社、豊田市、保見中
トヨタボラセン

HOMI起業スクール
（リユース工房）
（団地ツアー）

将来ビジョン
検討会議
住民ワークショップ

団地全世帯調査
自治区＆学生で
票を配布



Ｃ 自然と生きる若者集団プロジェクト
（岐阜県 中津川市・下呂市）

中津川市・加子母 2,800人

●(Ｎ)かしもむら
下呂市・馬瀬 1,200人
● (Ｎ)馬瀬川プロデュース

施設整備
道路・水路の維持
農作業支援、祭り参加

田舎生活体験
木造建築実習
子どもとの交流

地域産業の
振興

関係・交流
人口の広が
り

地域/産業
づくりの
担い手登場

新規の起業●(一社)aichikara
●学生団体 加子母木匠塾



コロナの影響を大きく受けての展開

54%
43%

32%
29%

23%
21%

16%
11%

4%
21%

草刈り作業

河川の清掃

水路の清掃

建物の修繕

その他

馬瀬地域で

期待すること

大人数の移動が困難に！そこで
→オンラインコンペ
→地域密着型活動へ
→学生団体のOB会の力を結集



協議体のコンセプトは、

地元人財×関係人口の育ちあいと活性化

木匠塾 30年史
↓

「学生が地域に入って
いく手引き」で
関係人口づくり

Aichikara

・加子母小×宮城
大川小との交流
で郷土愛を育む

かしも特産品サイト
「かしもーる」 馬瀬地区でドローン

を使った新タイプの
草刈り？

若者の力で
過疎地と都市部の
支え合い・育ちあい


